
 

９日（水）  花まつり     きりん組・ぱんだ組が参加します。 

                〇服装〇 

                冬スモック・半ズボン・白靴下・カラー帽子 

                9：10  保育園出発 

9：30  祥雲寺出発（朝日幼稚園横） 

10：10  花まつり開始（商工観光センター） 

時間の都合のつく方は是非ご参加ください。 

 

１０日（木）  クッキング    お釈迦様にお供えする豆腐団子を作ります。 

＜豆腐団子作り＞  エプロン・三角巾・マスクを７日（月）までに 

          持って来て下さい。 

 

 １１日（金）  ごみ拾い     きりん組・ぱんだ組で保育園周辺のごみを拾いに 

                  行きます。（体操服を着て登園し着替えをお持ち下

さい。） 

 

 １４日（月）  体操教室     体操服を持って来て下さい。 

 

１９日（土）  親子バス遠足   神戸市立須磨海浜水族園 

 

２３日（水）  保育参観     おうちの方と集団遊びを計画しています。 

                 詳細は後日お知らせします。 
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 男の子５名、女の子１１名でぱんだ組がスタートし、早くも１ヶ月が経ちました。新しい部屋に少し

緊張した様子でしたが、新しい担任にも自分からコミュニケーションを取りに行ったりと、ぱんだ組に

なった喜びを感じながら、新しい生活にも少しずつ慣れていきました。この 1年、様々な行事や遊び

を通してたくさんの経験をし、たくさんのことを学び、たくさん楽しい思い出を作っていきたいと思い

ます。至らない点があるかもしれませんが、１年間よろしくお願い致します。 

                       ぱんだ組担任 福原愛加・坂田優香・橋本晃子 

 

 

 

 

 ぱんだ組になり、上靴を履いて生活をするようになりました。初めの頃は慣れず、靴下のまま部屋に

入ったり、トイレの前に忘れてきたりしていましたが、お友達同士で気付いて声を掛け合う姿が見られ

ました。 

お当番活動も始まりました。毎日、「今日のお当番〇〇ちゃん？」「明日は誰？」と自分がお当番の日

をとても楽しみにしています。みんなの前に出て何かをすることはとても良い経験になります。恥ずか

しがりながらも頑張る姿、大きな声で挨拶をする姿にとても感心しています。 

個人のマークがなくなり、ロッカーや下駄箱などの記名がひらがなのみになりました。初めは間違え

て横のお友達のロッカーにカバンをかけていたり、お友達の上靴を履いていたりしていましたが、 

ひらがなの読めるお友達が「これ〇〇ちゃんのやで」と教えてくれたり、自分の名前を字の形で区別し

たりして少しずつ自分の名前が分かるようになってきています。また、給食のご挨拶の時間やお片付け

の時間を「時計の黒い長い針が５のところにいったらご挨拶」などと決め、その時間に間に合うように

頑張って食べる姿が見られます。「先生、５になったで」と時計をよく見て教えてくれる子もいます。 

ぱんだ組になったのをきっかけに、文字や数字にも興味がもてるようになればと思っています。 

 

 

 

 城山公園にこいのぼりを見に行きました。触れることができる程とても近くで見ることができ、ゆら

ゆらと泳ぐこいのぼりを捕まえようと一生懸命手を伸ばし、「捕まえた！」「逃げられそうやから手伝っ

て！」と、子どもたちも大喜びでした。そのこいのぼりを思い出しながらこいのぼり制作をしました。

真鯉は白い絵の具をつけ指でウロコを描きました。「こしょばい～」「良いのが出来そう！」と楽しんで

作っていました。緋鯉は好きな色の折り紙を選び、保育者が書いておいた線に沿ってハサミで切り、 

ノリで貼りました。本日持ち帰りますので見てあげて下さい。お家に飾って頂けると子どもたちも喜ぶ

と思います。 

ぱんだふる 4 

※忘れ物がないようご確認ください。 

〇エピソード〇 

ぱんだ組になり 1人に１つ小さな図鑑をもらいました。 

専用のカバンに入れ、園庭で遊んでいた時のことです。 

 

 Aくん 「あ、虫がおる！」 

保育士 「ほんまや、これ何ていうんやろ？」 

Aくん 「調べてみよ！」（持っていた図鑑を出して探す） 

保育士 「これかな？これかな？」 

Aくん 「これ、ちょっと違うけど似とる！」 

 

 ☆図鑑をもらい、「これ持って行く！」と大喜びで園庭に出かけたぱんだ組のみんな。 

既に知っているつくしを見つけた時でさえも図鑑を開けて探し、「あった！」と 

楽しそうに友達同士で教え合っていました。何だろう？と思った時に自分で調べ、 

新しい発見をしたり、友達同士で教え合ったりすることが子どもたちにとって 

大切な経験で、素敵な姿だなと感じました。 

４月の様子 


